
 
小学校卒業時の写真（昭和２１年ころ） 
並び順に氏名を記載し、内容も詳細に書かれています。 
 
 



 
昭和３０年９月３１日 町村合併法による富士郡芝富村と庵原郡内房村の合併にて富士郡
富原村になると記載されています。 
 
 



 
稗久保簡易水道工事の事前踏査 
稗久保簡易水道は富士宮市と芝川町の合併時に改修工事が行われた。その時に、配水池の工
事と、配水管布設替工事を当社で施工させていただいた。 
まさか父親が稗久保簡易水道の建設にかかわっていたとは思わなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
昭和３１年施行 相沼水道工事水源にて 富士宮保健所所長小林技師 
完成検査もしくは、年次検査の状況だと思います。 
のどかな風景です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
稗久保、相沼水道は、簡易水道で地区ごとの水道施設でしたが、本格的に上水道となったの
が、柚野地区の水道事業が最初だと思います。その時の監理技術者講習会の修了証書です。 
昭和 34 年３月に工事が完成しています。以前その感謝状を見たことがありますが今はもう
ありません。この工事を祖父の会社（芦沢管工）が地元民間会社が初めて入札に参加し落札、
完工しました。この時の役所側の監督官が私の父親です。当時無名の地元企業が落札するこ
とはなく、父はどうも不安だったらしいです。しかし無事落成し、この工事を機に、官公庁
の仕事や、地元企業では施工不可能な大規模な民間工事を受注することができ、多い時には
５０人程度の従業員がいました。静岡県東部の仕事は受注できたそうで、遠くは下田まで行
ったそうです。柚野の配水管の仕事では、機械化がではなく人力で、完全出来形性で、もっ
こ一往復、管一本分の掘削などで、チケットを配布し給料に替えたそうです。 
 


